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【
本
文
解
読
文
】 

 
改
春
御
慶
申
上
候
、
弥
御
壮
栄 

 

御
越
歳
被
成
珍
重
賀
申
上
候
、
然
者 

 

今
五
日
四
ツ
時
分
ゟ
麹
町
四
丁
目
五
丁
メ 

 

間
ゟ
出
火
之
由
ニ
而
、
折
節
西
北
風
烈
敷 

 

未
燃
尽

処
（
申
ヵ
）

ニ
而
候
得
者
、
尊
家
麹
町 

 

岩
機
様
分
も
多
分
類
焼
欤
与
心
配
、
以
上 

 

乍
序
、
此
段
、
申
述
候
い
つ

（

い

つ

連
連
ヵ
）

廻
村
拝
眉 

 

致
し
、
可
申
置
候
、
■
内
御
同
役
方
へ
宜
敷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
願
申
候 

 

過
日
は
長
澤
氏
御
出
ニ
付
拝
思
大
意

（
久
遠
ヵ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
（
存
ヵ
）

候 

 

尚
宜
敷
相
願
候
、
以
上 

 
 
 

二
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
源
助 

 
 
 
 

玉
上
甚
左
衛
門
様 

  
 

尚
々 

 
 
 

先
日
ハ
御
大
切
之
御
掛
物
長
々
御
預
リ 

 
 
 

拝
借
仕
難
有
奉
存
候
、
旧
冬
乍
延
引 

 
 
 

長
三
郎
殿
江
相
知
其
節
書
状
も
不
差
上 

 
 
 

失
敬
御
免
被
下
候
、
乍
憚
皆
々
様
へ
も 

 
 
 

宜
敷
御
言
傳
奉
相
願
候
、
以
上 

 

（
封
筒
） 

 

桐
生
新
町 

 
 
 
 
 

御
出
役 

 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 

太
田
源
助 

 
 
 

甚
左
衛
門
殿 

 
 

御
用
向 

   



【
本
文
読
み
下
し
文
】 

 
改
春
お
慶
び
申
し
上
げ
候
、
い
よ
い
よ
ご
壮
栄 

 

ご
越
歳
な
さ
れ
珍
重
に
賀
申
し
上
げ
候
、
し
か
ら
ば 

 

今
五
日
四
ツ
時
分
よ
り
麹
町
四
丁
目
五
丁
メ 

 

間
よ
り
出
火
之
由
に
て
、
折
節
西
北
風
烈
し
く 

 

い
ま
だ
燃
え
尽
き
ず
処
に
て
候
え
ば
、
尊
家
麹
町 

 

岩
機
様
分
も
多
分
類
焼
か
と
心
配
、
以
上 

 

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
段
、
申
し
述
べ
候
、 

 
 

（
い
ず
れ
ヵ
）

廻
村
拝
眉 

 

致
し
、
申
し
置
く
べ
き
候
、
■
内
御
同
役
方
へ
宜
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

相
願
い
申
し
候 

 

過
日
は
長
澤
氏
お
出
に
付
、
拝
思
大
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

得
候 

 

な
お
宜
し
く
相
願
い
候
、
以
上 

 
 
 

二
月
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
源
助 

 
 
 
 

玉
上
甚
左
衛
門
様 

  
 

尚
々 

 
 
 

先
日
は
お
大
切
の
お
掛
物
長
々
お
預
り 

 
 
 

拝
借
つ
か
ま
つ
り
有
難
く
存
じ
奉
り
候
、
旧
冬
延
引
な
が
ら 

 
 
 

長
三
郎
殿
へ
相
知
り
、
そ
の
節
書
状
も
差
し
上
げ
ず 

 
 
 

失
敬
ご
免
下
さ
れ
候
、
は
ば
か
り
な
が
ら
皆
々
様
へ
も 

 
 
 

宜
し
く
お
言
伝

こ
と
づ
て

相
願
い
奉
り
候
、
以
上 

 

（
封
筒
） 

 

桐
生
新
町 

 
 
 
 
 

御
出
役 

 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 

太
田
源
助 

 
 
 

甚
左
衛
門
殿 

 
 

御
用
向 

   



【
解
説
】 

 
今
回
は
、
未
読
の
ま
ま
出
題
に
及
び
ま
し
た
。
力
不
足
で
す
が
、
一
通
り
の
解
釈
と
意
味
は

理
解
し
ま
し
た
の
で
、
世
に
問
お
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
予
め
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。 

 

大
意
は
、
本
目
録
に
よ
り
「
麹
町
火
災
の
通
報
」
と
し
ま
し
た
。
当
時
、
桐
生
の
商
人
だ
け

で
な
く
、
日
本
全
国
、
津
々
浦
々
の
商
人
は
、
江
戸
は
言
う
に
及
ば
ず
京
・
大
坂
で
の
出
来
事

を
い
ち
早
く
情
報
と
し
て
入
手
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
支
店
が
あ
れ
ば
支
店
か
ら
、
取
引
先
や

街
道
の
定
宿
な
ど
普
段
か
ら
交
流
の
あ
る
発
信
元
か
ら
そ
の
都
度
、
新
し
い
情
報
を
、
飛
脚
便

な
ど
を
通
し
て
入
手
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
書
状
は
、
関
東
取
締
出
役
の
太
田
源
助
か
ら
玉
上
甚
左
衛
門
に
宛
て
た
も
の
で
す
が
、

甚
左
衛
門
の
背
後
に
は
長
澤
氏
や
佐
羽
・
書
上
と
い
っ
た
桐
生
の
顔
役
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
方
へ
の
巡
回
の
予
告
を
兼
ね
て
、
江
戸
麹
町
で
起
き
た
火
災
に
つ
い
て
一
報
し
て
い
ま
す
。

「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
る
こ
と
か
ら
、
火
災
は
常
に
あ
っ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
冬
季
の
二
月
と
い
う
こ
と
で
、
嘉
永
三
年(

一
八
五
〇)

頃
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
？
同
封
さ
れ
た
文
書
の
中
に
同
年
の
暦
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

話
は
前
後
し
ま
す
が
、
こ
の
文
書
は
、
出
役
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
村
方
に
対
し
て
改
年

の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
桐
生
だ
け
で
は
な
く
手
持
ち
の

出
張
先
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
複
数
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
役
の
仕
事
は
ほ
と
ん

ど
が
出
先(

地
回
り)

で
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
江
戸
で
過
ご
し
ま
す
。
急
い
で
い
た
の
で

し
ょ
う
か
、
文
字
は
殴
り
書
き
の
も
の
で
読
み
に
く
く
、
苦
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
い
っ
た
難

し
い
用
語
は
な
い
の
で
す
が
、
文
字
の
読
解
が
数
ヶ
所
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
、
前
後

の
文
意
の
流
れ
か
ら
判
断
し
た
用
語
で
す
が
、
補
い
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

心
も
と
な
い
解
説
で
失
礼
し
ま
す(

笑)

。 

古
文
書
学
習
は
、
現
時
点
で
苦
戦
し
て
も
、
将
来
的
に
、「
あ
っ
、
あ
の
文
字
だ
」
と
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
時
間
を
置
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
用
語
解
説
】 

＊
改
春(

か
い
し
ゅ
ん)

…
新
年
の
挨
拶
の
冒
頭
に
使
わ
れ
た
。
年
が
改
ま
っ
て
の
意
。
改
年
。

こ
の
場
合
、
節
分
を
境
に
立
春
と
言
っ
た
の
で
、
同
封
の
暦
も
初
午
が
二
月
七
日
と
し
て
い
る
。 

＊
越
歳(

え
つ
さ
い)

…
「
え
つ
ね
ん
」
と
読
み
た
い
の
だ
が
、
歳
に
「
ね
ん
」
と
い
う
表
記
が

な
い
の
で
「
え
つ
さ
い
」
と
し
た
。
無
事
に
年
を
こ
し
た
こ
と
を
い
う
。 

＊
尊
家(

そ
ん
け)

…
主
家
筋
の
家
や
取
引
上
の
家
な
ど
尊
称
し
て
い
う
場
合
に
用
い
る
。 



＊
岩
機
様(

い
わ
き
さ
ま)

…
麹
町
に
屋
敷
を
構
え
る
「
岩
〇
」
氏
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
に

本
文
書
に
接
し
た
時
、
次
の
文
字
を
【
様
】
と
読
み
、
し
か
も
手
偏
と
木
偏
の
入
り
方
に
惑
わ

さ
れ
、
こ
の
段
階
で
も
確
定
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
岩
に
続
く
文
字
を
探
し
た
。
麹

町
五
丁
目
・
六
丁
目
、
甲
州
道
中
沿
道
の
町
屋
街
で
商
売
を
し
て
い
た
の
は
、
糸
物
問
屋
岩
城

升
屋(

井
口
喜
兵
衛)

・
真
綿
問
屋(

升
屋
九
郎
右
衛
門)

・
綿
問
屋(

升
屋
九
右
衛
門)

、
そ
し
て

呉
服
問
屋
岩
城
升
屋
店
で
あ
る
。
彼
ら
は
幕
府
奥
向
き
、
日
光
山
や
久
能
山
の
御
用
達
で
も
あ

っ
た
。
旗
本
で
は
、
岩
瀬
・
岩
佐
・
岩
手
・
岩
名
。
岩
の
つ
く
旗
本
は
い
る
も
の
の
文
中
の
「
岩
」

に
結
び
付
か
な
い
。
玉
上
家
は
奥
州
磐
城
と
関
係
が
深
い
こ
と
か
ら
岩
城
と
し
た
。 

＊
太
田
源
助(

お
お
た
・
げ
ん
す
け)
…
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
源
助
か
ら
は
資
周

(

す
け
ち
か)

の
名
を
見
出
せ
る
。
戦
国
期
に
活
躍
し
た
太
田
道
灌
の
流
れ
を
組
む
武
士
だ
ろ

う
か
？
諱
の
「
資
」
を
通
り
名
と
し
て
い
る
。
年
代
か
ら
し
て
こ
の
源
助
は
、
父
親
か
も
し
れ

な
い
。 

引
用
は
『
古
文
書
用
語
辞
典
』(

柏
書
房)

・『
日
本
歴
史
地
名
大
系
１３
』(

平
凡
社)

ほ
か 


